別紙様式第１-１号
○○（実施団体名）生乳流通合理化計画
番　　　号
年　月　日
都道府県
知事　○○　○○　　殿
一般社団法人中央酪農会議
　会長　○○　○○　　殿

住　　　所　　　　　　　　　　　
団　体　名　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　
生乳流通体制合理化推進事業実施要領第２の２の事業の実施に当たり、生乳流通合理化計画を下記のとおり策定したので、同要領第４の１の（２）のアの規定に基づき提出します。
記
１　趣旨
本会は、生乳流通体制合理化推進事業実施要領第２の１の（２）に基づき、以下のとおり、○○（集乳、送乳及び生乳検査体制のいずれか取組む内容を記載）の生乳流通合理化計画を策定する。
２　生乳流通合理化計画の実施体制（生乳流通合理化協議会の組織構成、事業参加者名（借受者、リース業者）及びそれらの役割分担を図式明記すること）
３　生乳流通合理化計画の概要（あるべき姿）
４　具体的な合理化の内容等
（１）見直し対象となる業務（集乳、送乳、生乳検査、その他）及びその地域
（別途、地図で酪農家、クーラーステーション、乳業工場等の位置関係を説明すること。）
（２）本事業で導入する機械装置等の種類、規模、利用場所、リース業者の選定理由
（３）現状分析（見直し対象となる業務費用、その徴収方法及び精算方法）
（４）合理化するための前提条件
（５）コスト削減方法
（６）期待される効果
　　①　人員数、路線数、台数等の削減など
　　②　コスト削減効果の試算（総額/年、生乳１kg当たり単価）
（７）合理化のスケジュールと目標年度
５　集送乳等経費の削減目標（合理化の取組内容に係る費用のみでも可）
	区　分
	○年度
(５年前)
(円)
	○年度
(基準年)
(円)
	○年度（５年後目標）

	
	
	
	合理化に取組まなかった場合の金額（千円）
	取組後

	
	
	
	
	金額
（千円）
	削減率
（％）

	１　人件費
①集乳
②送乳
③生乳検査
④管理総務
２　旅費交通費
３　管理業務費
４　公租公課
５　施設費
　（検査機器はここで記載）
６　車両管理費
７　委託費
　　　：
	　　　　
	　　　　
	
	　　　　
	

	８　集送乳等経費　小計
①集乳
②送乳
③生乳検査
	
	
	
	
	

	９　維持管理費　小計
	
	
	
	
	

	10支出経費（8・9）合計
	
	
	
	
	


	11　生乳受託量（㎏）
	
	
	
	
	

	12　経費単価
1 集乳単価 (8-①)÷11
2 送乳単価 (8-②)÷11
3 検査単価 (8-③)÷11
4 維持管理単価　9÷11
	
	
	
	
	

	13　農家戸数（戸）
	　
	　
	


注１：複数の業務を合理化する場合には、その内訳を記載すること。
注２：1から7までの費用のうち集送乳等経費に区分できるものは、8の①から③
へ、区分できないものは、9の維持管理費として集計すること。
６　添付書類
　　協議会の名簿、議事録、算定基礎資料
別紙様式第１－２号
○○（実施団体名）生乳需給調整計画
番　　　号
年　月　日
都道府県
知事　○○　○○　　殿
一般社団法人中央酪農会議
　会長　○○　○○　　殿

住　　　所　　　　　　　　　　　
団　体　名　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　
生乳流通体制合理化推進事業実施要領第２の３の事業の実施に当たり、生乳需給調整計画を下記のとおり策定したので、同要領第４の１の（２）のアの規定に基づき提出します。
記
１　趣旨
本会は、生乳流通体制合理化推進事業実施要領第２の１の（３
）に基づき、以下のとおり生乳需給調整計画を策定する。
２　生乳需給調整計画の実施体制（生乳需給調整協議会の組織構成、事業参加者名）及びそれらの役割分担を図式明記すること）
３　生乳需給調整計画の概要
　　

４　具体的な内容等
（１）対象となる業務（集乳、送乳、生乳検査、その他）及びその地域
（別途、地図で酪農家、クーラーステーション、乳業工場等の位置関係を説明すること。）
（２）本事業で補改修する貯乳施設附帯機械装置等の種類、規模、利用場所
（３）具体的な生乳流通体制（別途、流通体制をフロー図で説明すること。）
（４）期待される効果

	年度区分
	能力表示の単　　　位
	年間搬出
計　　画
	１日あたり貯乳計画
	主な搬出
計画
	備　考

	整備前
（○○年度）
	
	
	
	
	

	整備後初年度
（○○年度）
	
	
	
	
	

	整備後５年後
（○○年度）
	
	
	
	
	


５　需給調整目標
※年間搬出計画には、タンクに貯乳機能を持たせた場合における、受入（搬出）乳量の計画量を記載。
　１日あたり貯乳計画には、１日あたり貯乳のうち、最大の時の計画量を記載。
６　添付書類
　　協議会の名簿、議事録、算定基礎資料
別紙様式第２号

令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業参加申込書
番　　　号

年　月　日

実施団体名

代表者名　 　　　　　　　 　殿

住　　　所　　　　　　　　　　　

借受者名　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　
令和　　年度において、生乳流通体制合理化推進事業を実施したいので、貴実施団体が策定した生乳流通合理化計画及び生乳流通体制合理化推進事業実施要領に同意するとともに、同要領第４の２の（１）の規定に基づき下記のとおり、関係書類を添えて事業参加を申し込みます。

記

１　生乳流通体制合理化機械装置の導入計画

　　別紙のとおり。

　 
２　添付書類
（１）農業環境規範に基づく点検シート又はGAP取得チャレンジシステムと同等以上の水準の取組を実践することが確認できる書類の写し（借受者が生乳生産者の場合）
（２）配合飼料の価格差補填に係る基本契約及び令和30年度において継続して数量契約を締結していることが確認できる書類の写し（借受者が生乳生産者の場合）

（３）申請する貸付対象機械装置の見積書の写し

（４）申請する貸付対象機械装置のカタログ（販売業者により原本証明されたもの）

（５）リース会社とのリース契約申込書の写し

（６）定款の写し（借受者が法人の場合）

（７）その他必要な書類

別紙様式第２号の別紙
[image: image1.emf]生乳流通体制合理化機械装置の導入計画

事業費

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

数量

（台）

導入場所

導入予定

年月日

機械装置価額

（税抜き）

合計

No 貸付者名

所有権

の移転

（単位：円、１円未満切り捨て）

補助金額

⑥×⑦

消費税

機械装置名

貸付

期間

（月）

法定

耐用

年数

①×(②-③)又

は①×②×④

/(⑤×12)のい

ずれか低い額

補助率 譲渡額 メーカー 形式


別紙様式第３号

令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業対象機械装置等の検収調書
（第２の２の（１）及び（２）のアの事業）

	検収者（実施団体）
	名称
	　
	　
	　

	　
	　
	代表者氏名
	　
	　
	　

	検収実施者
	所属・職名
	　
	　
	　

	　
	　
	氏名
	　
	　
	　

	検収立会人（借受者）
	所属・職名
	　
	　
	　

	　
	　
	氏名
	　
	　
	　

	検収立会人（リース会社）
	所属・職名
	　
	　
	　

	　
	　
	氏名
	　
	　
	　

	検収立会人（販売業者等）
	所属・職名
	　
	　
	　

	　
	　
	氏名
	　
	　
	　

	貸付対象機械装置の名称
	　
	　
	　
	　

	銘柄
	　
	　
	　
	　

	型式
	　
	　
	　
	　

	機械装置製造番号
	　
	　
	　
	　

	車両等の場合登録番号
	　
	　
	　
	　

	販売業者等の名称
	　
	　
	　
	　

	貸付対象機械装置の納入年月日
	　
	　
	　

	貸付番号
	　
	　
	　
	　

	検収年月日
	　
	　
	　
	　

	検収場所
	　
	　
	　
	　

	検収所見
	申請内容と相違ないか
	　
	　
	　
	　

	
	カタログどおりか
	　
	　
	　
	　

	
	新品であるか
	　
	　
	　
	　

	
	試運転の結果はどうか
	　
	　
	　
	　

	
	機械装置表示番号貼付
	　
	　
	　
	　

	
	業者から取扱説明を受けたか
	　
	　
	　

	備考
	　
	　
	　


注１：検収実施者等の氏名欄は、自署又は捺印すること。
注２：検収確認結果を写真撮影の上、提出すること。

注３：一体的に導入した機械装置がある場合は、備考欄に記入すること。

別紙様式第４号

令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業補助金交付申請書

番　　　号

年　月　日

一般社団法人中央酪農会議
会長　 　　　　　　　 　殿

住　　　所　　　　　　　　　　　
団　体　名　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　
令和　　年度において、生乳流通体制合理化推進事業を下記のとおり実施したいので、生乳流通体制合理化推進事業実施要領第７の１の規定に基づき補助金　　　円を交付されたく、関係書類を添えて申請します。

記

１　事業の目的

２　事業の内容

　　別紙「令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業実施計画」のとおり

３　事業に要する経費の配分及び負担区分　　　　　　　　　　　（単位：円）

	区　分
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	補助金
	その他
	

	１　生乳流通合理化等体制整備

（１）生乳流通合理化協議会及び生乳需給調整協議会の開催

（２）生乳流通合理化計画及び生乳需給調整計画の策定
２　生乳流通体制合理化機械装置の導入

（１）生乳流通体制合理化機械装置リース
（２）生乳流通体制合理化機械装置整備
　貯乳施設附帯機械装置等の補改修等
３　生乳需給調整機能装置の整備
	　　　　　
	　　　　　
	
	　　　　　

	合計
	
	
	
	


注：事業の一部を委託して行う場合は、その委託費の額を括弧書きで記載するとともに、委託先を備考欄に記載すること。
４　事業着手年月日及び完了予定年月日
　　令和　　年　　月　　日 ～ 令和　　年　　月　　日
５　添付書類

（１）定款

（２）最近時点の事業（業務）報告書及び事業（業務）計画書

（３）生乳流通体制合理化機械装置のリース導入を行う場合は、以下の書類
①　○○（実施団体名）生乳流通合理化計画（別紙様式第１-１号）
②　機械装置の見積書

③　機械装置のカタログ等仕様がわかる書類

④　借受者から提出された参加申込書

（借受者が実施団体でない場合）
　　⑤　環境に配慮した農業生産活動規範点検シート　
（借受者が生乳生産者の場合）
⑥  機械装置のうちタンクローリーを導入する場合でかつ借受者が生乳生産者団体ではない場合、生乳生産者団体と借受者の生乳輸送業務に係る契約書の写し
⑦　機械装置のうち生乳成分検査機器を導入する場合でかつ借受者が生乳生産者団体ではない場合、生乳生産者団体と借受者の乳質検査業務に係る契約書の写し

（４）生乳流通体制合理化機械装置の整備を行う場合は、以下の書類
　　　第２の２の（２）のアの事業の場合

1 　○○（実施団体名）生乳流通合理化計画（別紙様式第１-１号）

②　機器等の見積書

③　機器等のカタログ等仕様がわかる書類
（５）生乳需給調整機能装置の整備を行う場合は、以下の書類
①　○○（実施団体名）生乳需給調整計画（別紙様式第１-２号）

　　②　機器等の見積書

③　機器等のカタログ等仕様がわかる書類

別紙

令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業実施計画

１　生乳流通合理化等体制整備

（１）生乳流通合理化協議会及び生乳需給調整協議会の開催

（単位：円）

	開催時期
	内容
	事業費
	積算基礎
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	


　注：内容欄には、必要に応じて別紙を用いるなどして、具体的に記述すること。
（開催予定案、議題、人数、参集範囲など）
（２）生乳流通合理化計画及び生乳需給調整計画の策定
（単位：円）

	内容
	事業費
	積算基礎
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	計
	
	
	


注：内容欄には、必要に応じて別紙を用いるなどして、具体的に記述すること。
（コスト構造の分析・調査など）
２　生乳流通体制合理化機械装置の導入
　（１）生乳流通体制合理化機械装置リース
　　　　別添のとおり
（２）生乳流通体制合理化機械装置整備　　　　
ア　貯乳施設附帯機械装置の補改修
（単位：円）
	No.
	生乳生産者団体名
	地域名又は都道府県名
	実施
時期
	取組
内容
	補改修する機械装置名
	補助率
	事業費
(税込)
	負担区分
	積算基礎

	
	
	
	
	
	
	
	
	補助金
(税抜)
	その他
	員数
	単価
(税抜)

	金額
(税抜)
	金額
(税込)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	


注１：生乳生産者団体から提出された生乳流通合理化計画を添付すること。
注２：補改修の内容がわかる書類を添付すること。

注３：貯乳タンクの補改修の場合は、取組内容の欄に補改修前後の容積を記載すること。
注４：補助率を２分の１以内に引き上げる場合は、要件を満たしていることがわかる書類を添付すること。
イ　乳代精算方法の効率化等を図るシステム整備・改修　　　　　　　　
（単位：円）
	No.

	生乳生産者団体名
	地域名又は都道府県名
	実施
時期
	取組
内容
	整備又は補改修
	補助率
	事業費
(税込)
	負担区分
	積算基礎

	
	
	
	
	
	
	
	
	補助金
(税抜)
	その他
	員数
	単価
(税抜)

	金額
(税抜)
	金額
(税込)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	


注１：生乳生産者団体から提出された生乳流通合理化計画を添付すること。
　注２：システムの整備・改修の内容がわかる書類を添付すること。
　注３：補助率を２分の１以内に引き上げる場合は、要件を満たしていることがわかる書類を添付すること。
３　生乳需給調整機能装置の整備
　（単位：円）
	No.
	生乳生産者団体名
	地域名又は都道府県名
	実施
時期
	取組
内容
	補改修する機械装置名
	補助率
	事業費
(税込)
	負担区分
	積算基礎

	
	
	
	
	
	
	
	
	補助金
(税抜)
	その他
	員数
	単価
(税抜)

	金額
(税抜)
	金額
(税込)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注１：生乳生産者団体から提出された生乳需給調整計画を添付すること。
注２：補改修の内容がわかる書類を添付すること。

注３：貯乳タンクの補改修の場合は、取組内容の欄に補改修前後の容積を記載すること。
別添
[image: image2.emf]事業費

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

（単位：円、円未満切り捨て）

貸付者名

所有権

の移転

①×(②-③)又

は①×②×④

/(⑤×12)のい

ずれか低い額

導入予定

年月

導入場所 消費税

機械装置名

数量

（台）

機械装置価額

（税抜き）

譲渡額

貸付

期間

（月）

法定

耐用

年数

合計

補助率

補助金額



⑥×⑦

代表者名 借受者名

地域名

又は

都道府県名

No. メーカー 形式

　生乳流通体制合理化機械装置リース
	(注１）生乳流通合理化計画を添付すること。
	
	
	
	
	

	(注２）生乳流通合理化機器の内容が分かる書類を添付すること。
	
	
	
	

	(注３）補助率を２分の１に引き上げる場合は、要件を満たしていることがわかる書類を添付すること。


別紙様式第５号

令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業補助金交付変更承認申請書
番　　　号

年　月　日

一般社団法人中央酪農会議

会長　 　　　　　　　 　殿

住　　　所　　　　　　　　　　　

団　体　名　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　
令和　　年　　月　　日付け　　第　　　号で補助金交付決定通知のあった生乳流通体制合理化推進事業について、下記の理由により変更したいので承認されたく、生乳流通体制合理化推進事業実施要領第７の２の規定に基づき申請します。

記

１　変更の理由

２　事業の内容

　　別紙「令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業実施計画」のとおり

　　
３　事業に要する経費の配分及び負担区分　　　　　　　　　　　（単位：円）

	区　分
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	補助金
	その他
	

	１　生乳流通合理化等体制整備

（１）生乳流通合理化協議会及び生乳需給調整協議会の開催

（２）生乳流通合理化計画及び生乳需給調整計画の策定
２　生乳流通体制合理化機械装置の導入

（１）生乳流通体制合理化機械装置リース
（２）生乳流通体制合理化機械装置整備
　貯乳施設附帯機械装置等の補改修等
３　生乳需給調整機能装置の整備
	　　　　　
	　　　　　
	
	　　　　　

	合計
	
	
	
	


注１：事業の一部を委託して行う場合は、その委託費の額を括弧書きで記載するとともに、委託先を備考欄に記載すること。

注２：補助金の交付決定によって通知された事業の内容及び経費の配分と変更後の事業内容及び経費の配分とを容易に比較対照できるように変更部分を二段書きにし、変更前を（　）書きで上段に記載すること。
　　　　なお、別紙「令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業実施計画」は、別紙様式第４号の別紙に準じるものとする。

　　　　また、添付書類の変更については、補助金交付申請時に添付したものに変更がある場合についてのみ添付すること。
４　添付書類

（１）生乳流通体制合理化機械装置のリース導入を行う場合は、以下の書類

①　○○（実施団体名）生乳流通合理化計画（別紙様式第１-１号）
②　機械装置の見積書

③　機械装置のカタログ等仕様等がわかる書類

④　借受者から提出された参加申込書

（借受者が実施団体でない場合）

5 環境に配慮した農業生産活動規範点検シート　
（借受者が生乳生産者の場合）

6 機械装置のうちタンクローリーを導入する場合でかつ借受者が生乳生産者団体ではない場合、生乳生産者団体と借受者の生乳輸送業務に係る契約書の写し

7 機械装置のうち生乳成分検査機器を導入する場合でかつ借受者が生乳生産者団体ではない場合、生乳生産者団体と借受者の乳質検査業務に係る契約書の写し

（２）生乳流通体制合理化機械装置の整備を行う場合は、以下の書類

①　○○（実施団体名）生乳流通合理化計画（別紙様式第１-１号）
②　機械装置の見積書

③　機械装置のカタログ等仕様等がわかる書類
（３）生乳需給調整機能装置の整備を行う場合は、以下の書類
①　○○（実施団体名）生乳需給調整計画（別紙様式第１-２号）

　　②　機器等の見積書

③　機器等のカタログ等仕様がわかる書類

別紙様式第６号

令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業補助金概算払請求書

番　　　号

年　月　日

一般社団法人中央酪農会議

会長　 　　　　　　　 　殿

住　　　所　　　　　　　　　　　

団　体　名　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　
令和　　年　　月　　日付け　　第　　　号で補助金交付決定通知のあった生乳流通体制合理化推進事業について、下記のとおり金　　　　　　円を概算払により交付されたく、生乳流通体制合理化推進事業実施要領第７の３の（２）の規定に基づき請求します。

記

１　補助金概算払請求額

（単位：円、％）
	区　分
	交付決定
	事業費遂行状況
(　　　年　月　日現在)
	既概算払受領額
④
	今回概算払請求額
⑤
	　　年 月 日まで
	残額
②－④－⑤


	
	事業費
①
	補助金
②
	事業費
③
	補助金
	事業費出来高
③／①
	
	
	予定出来高

(④+⑤)

／②
	

	
	円
	円
	円
	円
	％
	円
	円
	
	円

	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注：それぞれの事業項目ごとに記載することとし、請求時点での事業費の月別支出実績及び支出計画を添付すること。

２　振込先金融機関名等
（１）金融機関名　　○○銀行　　○○支店
（２）預金種類　　　○○預金
（３）口座番号
（４）（フリガナ）
口座名義

別紙様式第７号

令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業実績報告書
番　　　号

年　月　日

一般社団法人中央酪農会議

会長　 　　　　　　　 　殿

住　　　所　　　　　　　　　　　

団　体　名　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　
令和　　年　　月　　日付け　　第　　　　号で補助金交付決定通知のあった生乳流通体制合理化推進事業について、下記のとおり実施したので、生乳流通体制合理化推進事業実施要領第７の４の規定に基づきその実績を報告します。

なお、併せて精算額　　　　　　円の交付を請求します。
記

１　事業の目的

２　事業の内容

　　別紙「令和　年生乳流通体制合理化推進事業実績報告書」のとおり
　　別紙様式第４号の別紙に準じて作成すること。ただし、計画と実績が比較できるように二段書きにし、上段に計画額を（　）書きで記載し、下段に実績を記載すること。
３　事業に係る精算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区分
	交付決定
	事業実績
	既概算払受領額
②
	差引
精算払請求額
①－②
	備考

	
	事業費
	補助金
	事業費
	補助金
1 
	その他
	
	
	

	１　生乳流通合理化等体制整備
（１）生乳流通合理化協議会の開催
（２）生乳流通合理化計画の策定
２　生乳流通体制合理化機械装置等の導入
（１）生乳流通体制合理化機械装置リース
（２）生乳流通体制合理化機械装置整備
　貯乳施設附帯機械装置の補改修等
３　生乳需給調整機能装置の整備
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	


４　事業開始及び完了年月日
　　　　年　　月　　日 ～ 　　年　　月　　日
５　振込先金融機関名等
（１）金融機関名　　○○銀行　　○○支店
（２）口座種類　　　○○預金
（３）口座番号
（４）（フリガナ）
口座名義
６　添付書類

（１）生乳流通体制合理化機械装置等の検収調書（写）
（２）生乳流通体制合理化機械装置等のリース契約書（写）
※リース契約には、貸付対象機械装置の本体価格と基本貸付料に係る補助金額を明記すること。
（３）生乳流通体制合理化機器等の請求書等（写）
　　

 　　別紙様式第８号

令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業運営状況等報告書
番　　　号

年　月　日

一般社団法人中央酪農会議

会長　 　　　　　　　 　殿

住　　　所　　　　　　　　　　　

団　体　名　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　
令和　　年度における生乳流通体制合理化推進事業について、生乳流通体制合理化推進事業実施要領第９の２の規定に基づき、その運営状況等について下記のとおり報告します。

記

　１　集送乳等経費の削減目標と実績

	区分
	合理化計画
	実績

	
	○年度実績
	○○年度

（合理化に取り組まない場合）①
	○○年度目標

（５年後）
	○年度
	○年度

	○年度

	○年度

	○年度


	
	
	
	金額

②
	削減率

②/①
	金額

③
	削減率

③/①
	金額

④
	削減率

④/①
	金額

⑤
	削減率

⑤/①
	金額

⑥
	削減率

⑥/①
	金額

⑦
	削減率

⑦/①

	集送乳等経費

（総額、円）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	受託販売乳量

（kg）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	集送乳等経費

（乳代控除予定額、円/kg）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注：合理化計画の欄は、提出した生乳流通合理化計画に記載した金額を記入すること。
２　添付資料

（１）対象となる地域において、集送乳等の業務に携わる者別（生乳流通体制合理化推進事業実施要領第２の２の事業による生乳流通体制合理化機械装置の借受者を含む）の集送乳等経費の直近時の実績がわかる積算基礎
（２）生乳流通体制合理化推進事業実施要領第２の２の事業により導入した生乳流通体制合理化機械装置等の利用状況がわかる書類
２　需給調整目標と実績

	区分
	生乳需給調整計画
	実績

	
	○年度
（前年度実績）
①
	○年度目標

（５年後）
	○年度
	○年度

	○年度

	○年度

	○年度


	
	
	実績②
	達成率

②/①
	実績③
	達成率

③/①
	実績④
	達成率

④/①
	実績⑤
	達成率

⑤/①
	実績⑥
	達成率

⑥/①
	実績⑦
	達成率

⑦/①

	年間搬出量
（トン）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１日当たり貯乳量（トン）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〇〇
（　　　）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注：生乳需給調整計画の欄は、提出した生乳需給調整計画に記載した計画値を記入すること。
添付資料

生乳流通体制合理化推進事業実施要領第２の３の事業により導入した生乳需給調整機能装置の利用状況がわかる書類
別紙様式第９号

令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業に係る仕入れに係る消費税等
相当額報告書
番　　　号

年　月　日

一般社団法人中央酪農会議

会長　　　　　　　 　殿

住　　　所　　　　　　　　　　　

団　体　名　　　　　　　　　　　

代表者氏名　　　　　　　　　　　
令和　　年　　月　　日付け　　第　　　号で補助金の交付決定通知のあった令和　　年度生乳流通体制合理化推進事業補助金について、生乳流通体制合理化推進事業実施要領第10の３の規定に基づき、下記のとおり報告します。

（なお、併せて補助金に係る仕入れに係る消費税相当額　　　　　円を返還します。（返還がある場合、記載すること））
記

１　補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号。）第15条の補助金の額の確定額
　　（令和　年　月　日付け　第　　号による額の確定通知額）

金　　　　　　円

２　補助金の額の確定時に減額した仕入れに係る消費税等相当額

金　　　　　　円
３　消費税及び地方消費税の申告により確定した仕入れに係る消費税等相当額

金　　　　　　円

４　補助金返還相当額（３－２）

金　　　　　　円

注：記載内容の確認のため、以下の資料を添付すること。
・消費税確定申告書の写し(税務署の収受印等のあるもの)
・付表２「課税売上割合・控除対象仕入税額等の計算表」の写し
・３の金額の積算の内訳（人件費に通勤手当を含む場合は、その内訳を確　認できる資料も併せて提出すること）
・生産者団体が消費税法第60条第４項に定める法人等である場合は、同項に規定する特定収入の割合を確認できる資料
５ 当該補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額が明らかにならない場合、その状況を記載

注：消費税及び地方消費税の確定申告が完了していない場合にあっては、申告予定時期も記載すること。
６ 当該補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額がない場合、その理由を記載

注：記載内容の確認のため、以下の資料を添付すること。
・免税事業者の場合は、補助事業実施年度の前々年度に係る法人税確定申告書の写し（税務署の収受印等のあるもの）及び損益計算書等、売上高を確認できる資料
・簡易課税制度の適用を受ける事業者の場合は、補助事業実施年度における消費税確定申告書（簡易課税用）の写し（税務署の収受印等のあるもの）
・生産者団体が消費税法第60条第４項に定める法人等である場合は、同項に規定する特定収入の割合を確認できる資料

�分けたため、引用条文が変更しております。
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